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　明けましておめでとうございま
す。
　会員の皆様方におかれまして
は、ご壮健で良き新年をお迎えの
ことと存じます。
　昨年 10 月初めの自民党役員と
内閣の改造により、留任された二
階俊博自民党幹事長、初入閣され
た新任の石田真敏総務大臣、留任

された石井啓一国士交通大臣、世耕弘成経済産業大臣の祝賀
会を、昨年 12 月 5 日懇親忘年会と併せて開催しました。改め
てお祝い申し上げますと共に益々のご活躍を祈念致します。
　昨年の西日本豪雨、台風 21 号等に被災された方に改めて
お見舞いを申し上げます。安全・安心は国家の最重要課題で
あり、昨年末改定された「防災・減災等に資する国土強靭化」
をしつかりと進めることが肝要であります。併せて、過度な
東京一極集中の解消と地方の特色ある自立的な発展のため「地
方創生」を促進するごとが肝要であります。地方創生は、「ま
ち・ひと・しごと創生」であり、定住人口の確保と定住を可
能とする「コンパクト＋ネットワーク」、まちの集約化と交流
ネットワークの促進が求められます。和歌山が、“自らの地域
は自らの力で良くしていく”という決意で、和歌山の歴史・
文化・風土・環境等の地域固有のハード・ソフト両面に亘る
資源、オンリーワン資源を活かし他地域との差別化を図るこ
とが肝要であります。
　在京和歌山県人会は昨年 60 周年を迎えました。県人会は
素敵な出会いの場、交流の場であります。県人会創設の先人
達の熱き想いを大切に、県勢一層の飛躍のため、先生方のご
指導やご支援を戴きながら郷土愛精神を持って種々の活動に
努めてまいりたいと想います。皆様方の積極的なご参加をお
待ちしております。
　また、在京和歌山県人会会長は「県人の子弟が安心して勉
学に励める環境を提供し、団体生活を通して有為の人材を育
てること」を目的として東京都調布市に開設された（公財）和
歌山県奨学会東京学生寮の理事長を兼務する慣例となってい
ます。人材育成継承のため老朽化した寮の建替え更新や今後
の運営について議論しているところです。寮関係者のみならず
多くの皆様方の温かいご支援やご協力をお願い申し上げます。
　和歌山県に所縁のある方々と一致して所期の目的を果たし
て参りたいと想います。
　結びに、本年が、和歌山県と会員の皆様方にとって幸多い
年となることを祈念して年頭のご挨拶と致します。

年 頭 の ご 挨 拶
在 京 和 歌 山 県 人 会

　　会　長　谷　口　博　昭

　新年、明けましておめでとうご
ざいます。
　謹んで在京和歌山県人会の皆
様に新春のお慶びを申し上げます。
　去る11月25日の県知事選挙にお
きまして、多くの県民の皆様の御
支持を頂き、さらに４年、県政の
舵取りをさせて頂くことになりま
した。本当にありがたいことだと

思います。
　知事就任以来、ふるさと和歌山を元気にするため全力投
球で取り組み、この12年間で和歌山の新たな経済発展のた
めの条件がようやく整備されてきました。
　例えば、高速道路網や県内幹線網も格段に整備されてき
ました。公共調達制度、産業振興の制度、農林水産業の振
興策などもかなり整備されてきましたし、内外の観光客の
増加なども顕著になってきました。
　さらに、地震・津波や浸水などへの防災対策、子育て支
援、教育、医療・福祉などの政策の整備も、着々と進んで
まいりました。
　しかしながら、長年の経済停滞や高齢化の進展などによ
って和歌山県が抱えてきた問題が解決されたわけではあり
ません。インフラ整備も完成しておりませんし、産業活動
の「爆発」もまだまだです。地震・津波対策や風水害対策
も加速していかなければなりません。少子・高齢化対策も
充実していかなければなりません。人口減にも歯止めをか
ける目途がまだたっていません。
　このような困難にも果敢に挑戦し続け、ようやく整いつ
つある発展のための条件を生かし力強い発展を現実のもの
にしていかなければなりません。
　また、11月の「ねんりんピック紀の国わかやま2019」では、
年を重ねてもスポ一ツや文化を楽む素晴らしさを全国の
方々と共有するとともに、「おもてなし」の心や素睛らしい
自然など魅力に溢れた和歌山を全国に発信してまいります。
　本年５月には元号が「平成」から新元号となり、今まさ
に新しい時代が始まろうとしています。目まぐるしく変化す
る時代の中、和歌山県人の「進取の気性」で従来にない新
しい政策を実行し、これまでの県知事としての体験と知見
を生かし、和歌山県発展の駆動力となるよう、これまで以
上に全力投球してまいります。
　新しい一年が、在京和歌山県人会の皆様にとって輝かしい
年となりますことをお祈り申し上げ、年頭の挨拶といたします。

新 春 ご あ い さ つ
和 歌 山 県 知 事

　　仁　坂　吉　伸
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【新春随想】

五風十雨
東京都町田市在住　角　　良　平

（古座川町出身）
（昭和22年９月生）

　あけましておめでとうござい
ます。
　在京和歌山県人会の皆様にお
かれましては、健やかに新春を
お迎えのこととお慶び申し上げ
ます。
　さて、本年は元号が改まると
ても厳かな年であります。
　平成の時代、和歌山県では、

世界リゾート博覧会や全国植樹祭、本県では2 回目とな
る紀の国わかやま国体・紀の国わかやま大会の開催、紀
伊山地の霊場と参詣道の世界遺産登録や県内３カ所の日
本遺産の認定、また、高速道路・主要道路の整備推進、
本県から至近の関西国際空港の開港等、全国規模の行事
や広域的影響力のあるインフラの整備等、多くの施策が
実施され、国内外に対し「和歌山」を大きくアピールす
ることができた時期でありました。
　また、県議会におきましても、防災対策や観光立県の
推進、中小企業の振興、がん対策や歯と口腔の健康づく
りの推進、手話言語など、様々な政策条例の制定を進
め、県政の課題解決と住みよい県づくりに邁進してまい
りました。
　一方で、忘れてはならないのが平成23年の紀伊半島大
水害です。また、昨年、連続で本県を襲った台風によ
り、農作物や商業施設への被害のみならず、長期に渡る
停電など、自然災害により多くの被害が出たことは記憶
に新しいところであり、改めて災害に対する備えの大切
さを痛感させられました。
　私達和歌山県議会といたしましては、地域の活性化は
もちろんのこと、風水害や近い将来発生が懸念されてい
る南海トラフ巨大地震への備えとして、防災対策や命の
道としての道路整備等を重点的に行い、県民の皆様の命
と暮らしを守ることにしつかりと取り組んでまいります。
　結びに、在京和歌山県人会のますますのご発展と、こ
の一年が県民の皆様、県人会の皆様にとってより良い年
となりますよう心からお祈り申し上げ、新年のご挨拶と
いたします。

新 年 の ご 挨 拶
和 歌 山 県 議 会 議 長

　藤　山　将　材

　五風十雨。いつの頃だったかこの言葉に出会った。中国、
後漢の思想家、王充による。意味するところ、五日に一度の
風、十日に一度の雨。風、雨、時を得て農作物が育ち天下
泰平となる。
　翻ってかんがえてみると、我が国に於いては、昭和の高
度成長期以来、この事を忘れてきてしまったのではなかった
か。即ち、ばく進する経済成長の中で、いわば、無風、晴
天の毎日を望んできた。曰く、「今日はあいにくの風。今日
はあいにくの雨。」。
　自省を含めてだが、このような心の持ち様が、社会全体
に様々な歪みをもたらしてきたように思う。
　今、また、全世界規模で新しい潮流の渦中にある。価値
観のみならず、理念さえもおおきく変貌しつつある。我が国
には、古来、徳、礼節や美を重んじてきた特有の文化であ
るが、この長い歴史の中に、今、急速に新しい波、価値観
が押し寄せている。この流れは止めるべくもないが、大切な
事は、我が国、古来の文化とどう織り合いをつけていくかだ。
昨今、毎日のように報道される凄惨、陰惨な事件も、新しい
価値観の中で揺れ動き不安定な心や社会システムと無縁で
はないだろう。物質的には豊かにはなったが、心の荒廃は目
を覆うべくもない、と感じるのは私だけではあるまい。
　経済活動のみならず、環境、安全保障など、どの国も、
もはや自国の中で閉鎖的に行動することは出来ない。価値観
の変化にも否応なく晒される。重要な事は、かかる変化の中
で、長く培ってきた大切なものを見失わない事だ。
　先の大地震では、自ら被災しても尚、周りの人たちを思い
やり、助け合う被災地の人たちの言動は、世界中に驚きと称
賛をもって報じられた。弱者を標的にした事件も横行する今
日にあっても未だ失われていないものも多い。その中で、変
化する価値観や潮流をも受け容れられるような社会システ
ムを構築する為の不断の努力が求められている事を、今、
あらためて思う。
新しい元号の年である。

「五風十雨」の真の意とするところを考え、他者を思いやる
心をもって、穏やかな年にしたいものである。
　最後になりましたが、本年が皆様にとってより良き年にな
りますようお祈り申し上げます。
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亥年の 84 才にちなんで
　花　道　忠　雄

（日高町出身）
（昭和10年２月生）

　私は昭和 10 年２月 26 日に日高郡の日高町内原に生まれ、７
人兄弟の５人目で兄３人、姉１人、妹２人、今は姉と兄 94 才
と妹１人しか残っていませんがみんな元気なようです。田舎に
はしばらく帰っていませんが TEL で連絡はしています。
　僕も内中学校を卒業して日高高校の定時制に入学して４年
間ジャリ道を雨の日も風の日も通い、内原のクエン酸工場で働
き学費は家からは一銭も出してもらいませんでした。これが自
慢です。卒業して県の青年隊に入り有田川の堤防工事に入り、
ブルドーザーの免許も取り工事に従事しました。昭和 31 年 21
歳の時東京大田区の段ボール会社に住込みで入り朝８時から
夜８時迄働き、第１日曜日と第３日曜日だけ休みで、その他は
全部仕事、月給は 3,500 円。そのうち 1,000 円は毎月預金をし
ました。そのうち給料も上がりほとんど預金しました。都民銀
行から毎月取りにきてもらった。67 歳迄働き２代目が会社を
倒産させ退職金はもらいませんでした。
　大日本印刷の仕事をした時にカレンダーを入れる段ボールを
僕が提出して採用され、今でも ANA のカレンダーが送ってく
れてます。
　昭和 42 年に現在の土地を買い、まわりは全部山林で現の新
百合丘のまわりも全部山林。こんな田舎をよく買ったとみんな
から笑われました。休みの日に東京からきてさつまいも等を植
えて楽しんでいました。平成元年に家を建て現在に至っていま
す。ローンが大きらいで全部現金で家を建てました。
　妻は埼玉の行田市生まれの７年生まれで現在 86 才、27 才で
結婚して現在まで一度もケンカした事はありません。息子は
39 年生まれで日大を卒業して川崎市の中学校を廻り現在はる
ひ野中学校に勤めています。妹の方は午年で現在アメリカ人と
結婚して 15 才と 12 才の女の子とアメリカに住んでいます。
　昭和 34 年から空手をやり下目黒の空手道場に通い、今でもやっ
ていますが、目黒道場は閉鎖して現在はないが、毎年 11 月の
第１日曜日には全国から集まり合同練習をやっています。九州の
福岡から広島から山口県からアメリカと多くから集まります。
　だれが好きかとお金に聞けば私働く人が好き
� 多逢聖因縁尋機妙
　年１回の集いなので逢うのが楽しみです。
　これからも元気に頑張ります。みなさんもお体に気をつけて
頑張って下さい。

還暦―まだまだ働き盛り
㈱千早ティー・スリー代表取締役　谷　口　仁　志

（日高町出身）
（昭和34年６月生）

　新年、明けましておめでとうございます。
　私もとうとう今年で還暦を迎えることになりました。
幼い頃は、還暦というのはお爺ちゃんになった証だと思
っておりましたが、昨今は、「少子高齢化人口減少社会」
に突入しようとしており、還暦くらいでは、まだまだ働
き盛りです。昔話では、「昔々、あるところにお爺ちゃ
んとお祖母ちゃんが居りました」という決まり文句があ
りますが、昨今では、至る所にお爺ちゃんとお祖母ちゃ
んが居ます。女性の社会参加が進み、元気なお年寄りが
増えるのであれば、何も怖いことはありません。私も元
気にこれからを過ごしていきたいと思っております。
　私は社会に出て IT 技術者になり、21 年前に（株）千
早ティー・スリー（東京都豊島区）を創業し、現在は、
自治体向けの介護保険事業を管理する「トリトンモニタ
ー」、病院向けの看護必要度に対応した「カンゴルー」
や「WiseClipper」という商品を提供しています。和歌
山の地に錦を飾りたいという願望は実現しておりません
が、嬉しいことに自治体向けの商品も病院向けの商品も
和歌山県内の幾つかの自治体や病院にご利用いただいて
おります。まだまだのベンチャー企業だと思っておりま
すが、少しでも社会に貢献できる企業になりたいものだ
と思っております。
　私は、。日高郡日高町の生まれで、日高中学・日高高
校を卒業しました。地元を離れて、東京での生活の方が
長くなりましたが、和歌山に関するニュースは、いつも
気になります。幸いなことに、私の両親は健在で地元で
くらしておりますが、幸せな老後を過ごしてくれている
かが心配です。より暮らし易い和歌山であってほしいと
いつも祈念しておリます。
　私達夫婦は、今も仲良く旅行に行くのが大好きです。
シンガポールに旅行した時には、マリーナベイサンズに
宿泊し、あまりに巨大な施設に驚きました。IR 法が通り、
和歌山のマリーナシティの誘致の話があると聞き、今年
こそは良いニュースをと期待しております。
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消　　　息
二階俊博自由民主党幹事長、石田真敏総務大臣、
石井啓一国土交通大臣、世耕弘成経済産業大臣
就任祝賀並びに平成30年度懇親忘年会開催

日時　平成30年12月５日（水）18：00〜20：000
場所　ホテルルポール麹町「マーブルの間」

　昨年 10 月２日の自由民主党役員人事及び第４次安倍
改造内閣において引き続き自由民主党幹事長に就任され
ました二階俊博氏、国土交通大臣に就任されました石井
啓一氏、経済産業大臣に就任されました世耕弘成氏、そ
して総務大臣に初入閣されました石田真敏氏の就任祝
賀と平成 30 年度懇親忘年会を開催。尚、谷口博昭会長 
＝元国土交通事務次官、現一般財団法人・国土技術研究
センター理事長＝には昨年秋の叙勲において瑞宝重光章
を受章され、併せ受賞のお祝をいたしました。
　100 名を越える多数の出席者を得て盛大な就任祝賀と
忘年会になりました。

当日の出席者（敬称略）
　足立　敏之　　青山　雅紀　　東　　善彦
　新井　昌彦　　岩田　真澄　　岩崎新太郎
　石田　真敏　　伊藤　健一　　後地　俊男
　植芝　守央　　上田　理恵　　魚住裕一郎
　海老原崇智　　小川　博光　　大木　巍晃
　岡崎　光子　　音無　牧太　　貝塚　　洋
　川島　敬治　　門　　博文　　加納　聖子
　川原　雅友　　木村平右衛門　木村　　清
　北島　　純　　岸本　周平　　菊池　徳美
　久保田聰子　　久保田耕平　　久保田　稔
　小林　英子　　向　　蕾蕾　　酒井　政利
　才賀清二郎　　坂本　　豊　　佐々木勝彦
　佐々木茂晴　　寒川　一郎　　坂口三代治
　坂口　　剛　　下山　　保　　下山　　堯
　白石　　奨　　朱　　麗華　　杉中　　至
　鈴木　賀恵　　世耕　弘成　　谷口　博昭
　谷口　考司　　玉井　康裕　　嵩　　　茂
　築野　元則　　土屋　真一　　鶴保　庸介（代）
　徳川　宜子　　土岐　雄二　　鳥羽　邦彦
　中村　智裕　　中上　悦夫　　西川　元啓
　根来　伸樹　　野尻　泰生　　浜口　道雄
　早田　卓次　　畑口　昌洋　　原野　純夫
　東出　正子　　平野　直人　　平野　雅昭
　古川　　暁　　藤田　義明　　藤田　和子
　藤範　二彦　　別府　直樹　　細川　一也
　堀田　浩司　　洞　　善康　　洞　　智也
　松山　優治　　松山　健士　　松井　重則
　宮原　正明　　宮崎　慶太　　水橋　宏大
　森下　武子　　山本　勝也　　山本　　保
　山澤　祥吾　　山本　清貴　　藪　　真次
　山下　一臣　　柳橋　真人　　湯川　明洋
　吉野美智子　　渡辺　　功

（総務大臣に就任されお祝いの花束を受けられる 
石田真敏氏）

（昨年秋の叙勲において瑞宝重光章を受章されお祝いの
花束を受けられる谷口博昭会長）

（経済産業大臣に留任されお祝いの花束を受けられる 
世耕弘成氏）
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郷土だより
仁坂吉伸氏

和歌山県知事に４選

　任期満了（平成30年12月16日）に伴う知事選は12月25
日に投票、即日開票され、現職の仁坂吉伸氏（68）が４
選を果たされました。和歌山市、自民党県連、公明党県
本部、国民民主党県連、社民党県連推薦を受け、対抗馬
の新人で市民オンブズマンわかやまの事務局長の畑中正
好氏＝田辺市、共産党推薦＝に圧勝。得票数は246,303
票を獲得され、対抗馬の畑中正好氏の61,064に４倍ちか
い差をつけ圧勝、投票率は38.33％と低い投票率となり
ました。

【仁坂吉伸氏略歴】
　桐蔭高校、東京大学経済学部卒業後、通商産業省（現
経済産業省）に入省。通商政策局審議官、製造産業局次
長などを歴任。平成15年からブルネイ国特別全権大使、
18年から日本貿易会専務理事を務めたあと、同年に県知
事選で初当選。昭和25年生、和歌山市出身。今回で４期目。

県議会議長に藤山将材氏（42）就任

　和歌山県議会は昨年６月13日、新しい議長に藤山将材氏
（42）＝自民、海南市・海草郡選出＝を選出。戦後に就任
した議長では最年少。
　藤山氏は海南高卒。2003年に初当選し４期目。これま
で副議長のほか、議会運営委員会、農林水産委員会、経
済警察委員会、文教委員会の各委員長などを務めた。副
議長には岸本健氏（47）＝自民、紀の川市選出＝を選出。
岸本氏は拓殖大卒。衆議院議員を経て、2007年に県議に
初当選。３期目にあたる。

和歌山市長に尾花正啓氏再選

　任期満了に伴う和歌山市長選が昨年７月29日に投開票
があり、現職で自民・国民・公明推薦の尾花正啓氏（65）
＝無所属＝が、新顔で共産・社民推薦の一般社団法人理
事長・島久美子氏＝無所属＝を破り再選をはたされまし
た。得票数は68,081票。島氏の28,145票。倍以上の大差
をつけ堂々たる再選。投票率は31.56％。
　「人口減少、若者県外流出、さまざまな課題があるが
芽が出始めたタネを成長させて大きな花を咲かせたい」
と２期目の決意を語っておられます。

川島ケイジさん（本名・敬治）作詞・作曲の歌
「僕らが生まれた梅の町」を町公認ソングに認定

　みなべ町のふるさと大使に任命されている同町東本庄
出身のシンガーソングライターの川島ケイジさんが作
詞・作曲した歌「僕らが生まれた梅の町」が町公認ソン
グに認定されました。みなべ町は一昨年ふるさと大使に
委嘱した川島ケイジさんに梅の町・みなべ町を広くPR
しようというもの。小谷町長は「コンサートなどで歌っ
ていただければ、多くの人にみなべ町を知ってもらえる」
と期待。川島さんは「ふるさと大使に任命していただい
ているので、歌を通じてみなべ町をPRしていきたい。
この曲は、ふるさとのよさや住民の梅への思いをのせて
作った。いろんな場所で歌っていきたい」と抱負をかたっ
ている。
　川島さんは上南部小学校、上南部中学校、南部高校を
卒業、2009年からソロ活動を開始。2016年８月、ユニ 
バーサルミュージックからメジャーデビュー・ミニアル
バム「KEIJI」を発表。広く活躍している。

津本陽さん逝去

　「下天は夢か」などの歴史小説や剣豪小説などで人気
を博していた作家の津本陽（本名・寅吉=とらよし）さ
んが昨年の５月26日、誤嚥（ごえん）性肺炎のため逝去
されました。
　紀州徳川家に従って和歌山に移り、吉宗の時代に名字
帯刀を許された先祖を持つ。東北大法学部を卒業後、10
年以上会社員生活を経て、同人誌「VIKING」で作家活
動を始めた。和歌山で捕鯨に携わる漁師を描いた「深重

（じんじゅう）の海」で1978年、直木賞を受賞。「明治撃
剣会」をはじめ、重厚で迫力あふれる文体の剣豪もので
人気を集め、その後は戦国武将や幕末の英傑などを描い
た歴史小説を中心に膨大な作品を発表し続けた。織田信
長を主人公にした「下天は夢か」はベストセラーになっ
た。1995年に「夢のまた夢」で吉川英治文学賞受賞。
1997年に紫綬褒章を、2003年には旭日小綬章を受章した。
2005年には、旺盛な作家活動を評価され菊池寛賞が贈ら
れている。2006年まで直木賞の選考委員も務めた。徳川
吉宗を描いた「大わらんじの男」や南方熊楠を題材にし
た「巨人伝」、松下幸之助の生涯をつづった「不況もま
た良し」など、ふるさとの偉人を取りあげた著書も多数
発表。剣道三段、抜刀道五段の腕前。他の代表作に「柳
生兵庫助」「乾坤（けんこん）の夢」「異形の将軍・田中
角栄の生涯」などがある。和歌山市出身。享年89才。
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平成30年度
第60回県人会通常総会（創立60周年）開催

日時　平成30年7月8日（日）12:00〜15:00
場所　ホテル　ルポール麹町
　　　「ロイヤル・クリスタルの間」

（挨拶する谷口博昭会長）

　創立60周年の通常総会が昨年の７月８日（日）ホテル

ルポール麹町「ロイヤル・クリスタルの間」で開催され

ました。昭和34年に、会員相互の親睦を図り、併せて郷

土の発展に寄与することを目的に設立されてより早いも

ので昨年で60周年を迎えることが出来ました。今後も本

会が益々発展し会員相互と郷土の発展にお役に立てるよ

う頑張ってまいります。世の中景気も回復の兆がみえ、

明るさがみえはじめましたが少子高齢化、人口減少等

先々厳しい日々が続くものと思われますが、郷土を同じ

くする者同士、年1度一堂に集まり、お互い心おきなく

情報交換やら、励まし合いながら旧交をあたため明日の

活力にそなえていただきたく例年通りの総会開催となり

ました。公務多忙のため御出席いただけなかった仁坂吉

伸和歌山県知事の代理として知事室長の宮崎泉氏より知

事メッセージを代読いただき出席者各位と親しく懇談い

ただきました。

〔総会の部〕

　開催予定時刻12時より寒川一郎常任理事の司会で始ま

る。まず谷口博昭会長より挨拶。議事に入る。時間の都

合上配布している資料（総会プログラム）に沿って谷口

議長より審議に入る。議案第一号「平成29年度事業報告

並びに才入才出決算」を提出。これに関連して後地俊男

監査役より「才入才出決算、諸帳簿等の監査の結果いず

れも妥当であることを認めました」と監査報告。異議な

く可決。議案第２号「平成30年度事業計画（案）並びに

歳入歳出予算（案）」に移る。異議なく可決。

　昨年は創立60周年を迎える記念すべき年となりまし

た。60周年を記念し、お祝いに鏡開きを行い、壇上に参

議院議員の魚住裕一郎先生、知事代理の宮崎泉氏、徳川

様、嵩・浜口両副会長・そして谷口会長６名の方々で60

周年記念のお祝いの発声、出席者一同60周年記念の美酒

に酔う。

〔懇親の部〕

　寒川常任理事の司会で懇親の部がはじまる。出席いた

だいている参議院議員・魚住裕一郎先生のご挨拶にはじ

まり、ご出席いただけなかった国会議員先生方の秘書さ

んのご紹介。時間もすぎ乾杯の音頭を副会長の濱口道雄

さんにお願いする。各所から寄せられた祝電を披露。ご

寄付いただいた物品の発表。お礼にかえさせていただく。

しばらく懇親がつづく。

〔余興の部〕

　昨年の余興は我が国を代表するクラリネット奏者の花

岡詠二スイングショッツの方々をお招きし懐かしのジャ

ズ演奏を楽しんでいただく。又みなべ町出身の歌手・川

島ケイジさんに特別出演をお願いする。余興の時間もま

たたく間に過ぎる。

〔抽選の部〕

　各所よりいただいた寄贈品の抽選会に移る。例年の通

（仁坂吉伸県知事代理・知事室長宮崎泉氏）
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りホテル海舟、ホテル浦島、ホテルダイワロイヤル、南

紀月の瀬温泉・ぼたん荘の宿泊券、その他豪華景品が次々

と当選者に渡される。歓声がわく、拍手がおこる。楽し

い抽選会の時間もあっという間にすぎる。副会長の嵩聰

久さんの閉会の辞で平成30年度の通常総会（60周年記念

総会）も盛大に無事終了しました。

総会出席者御芳名（敬称略）

（○中数字は同伴者）

　　葦名　正男①　青木　正明①　石田　真敏（代）

　　伊藤　義彦　　岩田　眞澄　　岩﨑新太郎

　　石関　眞也　　魚住裕一郎　　植芝　守央

　　上田　理恵②　後地　俊男①　岡村　幸彦

　　岡本　俊次　　大木　巍晃　　小川　博光

　　神山　欣也　　勝股　敦　　　川島　敬治

　　片山　憲彦　　柏山貢四郎　　北山　裕之

　　久保田耕平　　久保田聡子　　小坂　光由①

　　小林　英子①　寒川　一郎⑥　坂本　一也

（創立60周年記念お祝いの鏡開き）

（みなべ町出身・歌手 川島ケイジさん）

（乾杯の音頭をとる濱口道雄副会長）

（閉会の辞・副会長嵩聰久氏）

　　坂本　豊　　　坂口三代治①　　塩﨑　裕子

　　白井久壽夫　　下本　行勝　　　須賀　和男

　　鈴木　賀恵③　世耕　弘成（代）瀬藤　悠暉

　　瀬崎　典男　　嵩　　聡久①　　嵩　　茂　

　　谷口　博昭　　谷口　孝司　　　竹中　美晴

　　竹中　司郎　　髙田　盛行　　　高垣　行男

　　竹内　規夫　　竹原　功　　　　瀧井　道治

　　泰地　武①　　土岐　雄二　　　築野　元則

　　土屋　眞一　　徳川　宣子　　　鶴保　庸介（代）

　　中村　智裕　　西川　元啓　　　西平　翔大

　　西岡　千博　　原野　純夫　　　花道　忠雄

　　濱口　道雄　　平野　雅昭　　　藤川　安夫

　　藤田　和子　　古田　徳浩　　　古久保友作

　　藤範　二彦　　藤田　義明　　　細川　一也

　　洞　　定治③　松﨑　正代　　　松井　重則

　　南　　拓馬　　宮﨑　泉　　　　宮崎　慶太

　　宮原　正明　　森本　恭治　　　森下　武子

　　藪　　眞次　　山田　殖保　　　山本　保　

　　山形　友紀①　由良　禎造①　　吉野美智子
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平成30年度在京和歌山県人会　土産品・寄付金提供一覧表

（敬称略：順不同）

和歌山ジンジャーエール
	 ６個入×４セット

和歌山市長　尾花　正啓
小玉スイカ	 ６個

印南町長　日裏　勝己
金山寺味噌・ポン酢詰め合わせ
	 10箱

紀美野町長　寺本　光嘉
柚子ジュース 柚香ちゃん
	 ６本入×10セット

古座川町長　西前　啓市
梅　干	 10個

上富田町長　小出　隆道
トマト梅セット	 ５箱

みなべ町長　小谷　芳正
キュウリ	 10本入×５セット

美浜町長　森下　誠史

《寄　付　金　一覧》
◦金　50,000円

谷口　博昭　堀内　栄一　洞　定治
アセットインベントリー㈱　㈱アセットオール

◦金　30,000円
嵩　聰久　　濱口　道雄　瀧井　道治　
平野　雅昭　竹中　美晴　音無　功　上田　富三

◦金　20,000円
林　正道　　神山　欣也　浜口　吉右衛門　
藤田　義明　雑賀　慶二　寒川　一郎　植芝　守央
由良　禎造　廣浦　康勝　後地　俊男　西川　元啓
大木　巍晃　湯川　洋児　泰地　武　　大西　正悟
山本　勝也　藤範　二彦　坂本　豊　　玉置　三郎
東　善彦　　榎本　長治　桝高　修　　
木村　平右衛門

◦金　15,000円
川口　雅敏

◦金　10,000円
稲井　孝之

《　詰め合わせ土産物一覧　》
紀州五代梅	 170個
バラ梅酒スパークリングリキュール	 170本
梅果汁グミ	 170個
	 井口食品（株）	 社長　井口　久信
梅干	 170個
	 （株）東京ウメタ	 社長　泰地　　武
ヤマザキビスケット・ルヴァン	 170個
	 内外施設工業（株）	 会長　林　　正道
ヤマサ特選しょうゆ	 200本
	 ヤマサ醤油（株）	 会長　濱口　道雄
タオル	 150個
クレラップ	 150個
ウコンドリンク	 170本	
バーモントカレー中辛	 170個
コーヒー	 170個	 ダイワロイヤル（株）

《　抽　選　景　品　一　覧　》
ホテル「海舟」宿泊券	 ２組
	 （株）東農園	 会長　東　　善彦
ホテル「浦島」宿泊券	 ２組
	 （株）ホテル浦島	 社長　成田　安弘
ぼたん荘宿泊券	 ２組
	 古座川町長　西前　啓市
ダイワロイヤルホテル和歌山宿泊券	 ２組
ダイワロイヤルホテルサンクシエール食事券	 ２枚
ダイワロイヤルホテルシュシュ焼菓子セット	 ５箱
生　　　　　　　花	 ５鉢
	 （株）きりしまフラワー	 社長　音無　　功
金 山 寺 味 噌	 ５個
	 丸新本家（株）	 社長　新古　敏朗
梅　干　し	 ５個
	 （株）勝僖梅	 細川　竜二
洋食詰合わせセット	 ５個
	 レストランフライヤ　山井　一範
太平洋　吟醸酒	 ５本	

新宮市市長　田岡　実千年
バレンシアオレンジ
	 10個入×６セット

田辺市商工振興課

}（株）ダイワロイヤル

} ハウスウエルネスフーズ（株）
社長　廣浦　康勝

}（株）紀陽銀行

}   （株）東農園
会長　東　　善彦
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〈議　　事〉

議案第一号　�平成29年度事業報告並びに歳入歳出決算に

ついて

（平成29年度事業報告）

・平成29年度通常総会開催　（平成29年７月２日 ）

・理事会１回開催

・忘年会開催

・祝賀会開催（２回）

・懇親会開催（２回）

・県人会報発行

（平成29年度歳入歳出決算）

（歳入の部）
科　　　　　　目

予　算　額 決　算　額 差　　　引 附　記
項　　　　　目

会 費

寄 附 金
広 告 料
雑 収 入
前年度繰越金

普 通 会 費
賛 助 会 費
総 会 会 費
次年度会費

円
3 , 086 , 000
1 , 255 , 000

900 , 000
930 , 000

1 , 000
1 , 285 , 000

500 , 000
2 , 000

1 , 243 , 260

円
2 , 574 , 000

840 , 000
910 , 000
819 , 000

5 , 000
1 , 575 , 000

784 , 892
1 , 332 , 124
1 , 243 , 260

円
△　512 , 000
△　415 , 000

　　10 , 000
△　111 , 000

4 , 000
　290 , 000
284 , 892

1 , 330 , 124
0

合　　　　　計 6 , 116 , 260 7 , 509 , 276 1 , 393 , 016

（歳出の部）
科　　　目

当初予算額 流用増減額 予算現額 決 算 額 差　　引 附　
記項　　　目

事 務 費
会 議 費
事 業 費
　会報発行費
予 備 費

円
3 , 350 , 000
1 , 341 , 000

370 , 000
370 , 000

1 , 055 , 260

円
△  　26 , 566
1 , 065 , 601

△  　48 , 840
△  　48 , 840
△　978 , 790

円
3 , 323 , 434
2 , 406 , 601

321 , 160
321 , 160
76 , 470

円
3 , 323 , 434
2 , 406 , 601

321 , 160
321 , 160

0

円
0
0

　0
　0

76 , 470
合　　　計 6 , 116 , 260 11 , 405 6 , 127 , 665 6 , 051 , 195 76 , 470

歳　入　合　計　　　　7,509,276円
歳　出　合　計　　　　6,051,195円
歳入歳出差引残金　　　1,458,081円（翌年度へ繰越）

平成29年度歳入歳出監査報告について
〔監査報告〕

　平成29年度歳入歳出決算書について，歳入歳出決算書，

諸帳簿等の監査の結果いずれも適正であることを認めます。

平成30年５月15日　　　　　

監事　後　地　俊　男　　

〃　音　無　　　功　　

〃　藤　範　二　彦　　

議案第二号　�平成30年度事業計画（案） 

並びに歳入歳出予算（案）について

（平成30年度事業計画（案））

１．平成30年度理事会開催

２．平成30年度通常総会（創立60周年）開催

３．会報の発行

４．その他必要と認められる事業

　　　　忘年会兼懇親会開催

　　　　その他懇親会開催

（平成30年度歳入歳出予算（案））

（歳入の部）
科　　　　　　目

本年度予算額 前年度予算額 差　　　引 附　　記
項　　　　　　目

会 費

寄 附 金
広 告 料
雑 収 入
前年度繰越金

普 通 会 費
賛 助 会 費
総 会 会 費
次年度会費

円
3 , 041 , 000
1 , 210 , 000

900 , 000
930 , 000

1 , 000
1 , 285 , 000

500 , 000
2 , 000

1 , 458 , 081

円
3 , 086 , 000
1 , 255 , 000

900 , 000
930 , 000

1 , 000
1 , 285 , 000

500 , 000
2 , 000

1 , 243 , 260

円
△ 　45 , 000
△ 　45 , 000

―
―
―
―
―
―

214 , 821
合　　　　　　計 6 , 286 , 081 6 , 116 , 260 　169 , 821

（歳出の部）
科　　　目

本年度予算額 前年度予算額 差　　　引 附　　記
項　　　目

事 務 費
会 議 費
事 業 費
　 会 報 発 行 費
予 備 費

円
3 , 390 , 000
1 , 321 , 000

370 , 000
370 , 000

1 , 205 , 081

円
3 , 350 , 000
1 , 341 , 000

370 , 000
370 , 000

1 , 055 , 260

円
40 , 000

△ 　20 , 000
―
―

149 , 821
合　　　計 6 , 286 , 081 6 , 116 , 260 169 , 821
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謹　　賀　　新　　年

参

議

院

議

員

国

土

交

通

大

臣

総

務

大

臣

衆

議

院

議

員

ア
ド
ソ
ル
日
進
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

中
央
大
学
学
員
会

　千
葉
県
支
部
顧
問

衆

議

院

議

員

海
光
電
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

弁

護

士

衆

議

院

議

員

〒
103-

   0027   
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
一
丁
目
二
十
一
番
五
号

代
表
取
締
役
社
長
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謹　　賀　　新　　年

参
議
院 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
調
査
会
長

参

議

院

議

員

㈱
ウ
メ
タ
東
京

　代
表
取
締
役
社
長

経

済

産

業

大

臣

和
歌
山
県
町
村
会
会
長

在
京
和
歌
山
県
人
会
会
長

国
土
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長

海
外
漁
業
協
力
財
団
理
事
長

自
由
民
主
党
幹
事
長

衆

議

院

議

員
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謹　　賀　　新　　年

ヤ
マ
サ
醤
油
株
式
会
社

　代
表
取
締
役
会
長

内
外
施
設
工
業
株
式
会
社

　取
締
役
会
長

和
歌
山
県
議
会
議
長

東
濱
植
林
株
式
会
社

取
締
役
会
長

㈱
相
和
技
術
研
究
所

　取
締
役
会
長

衆

議

院

議

員

ア
セ
ッ
ト
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
株
式
会
社

　専
務
取
締
役

ア
セ
ッ
ト
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
株
式
会
社

　代
表
取
締
役

株
式
会
社
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ル

　取
締
役

㈱
ホ
リ
ウ
チ

　代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
東
農
園

　取
締
役
社
長

和
歌
山
県
東
京
事
務
所
長
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謹　　賀　　新　　年

ワ
イ
・
エ
ス
・
ケ
ー
㈱
相
談
役

和
歌
山
県
応
援
団

和
歌
山
市
観
光
発
信
人

南
葵
育
英
会
理
事

〒104‒0061 東京都中央区銀座２丁目６番12号
大倉本館

電話（3562）1041（代表）
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電線・ケーブル・照明・配線器具
ネットワーク機器関連・機器用電線加工

海光電業株式会社
代表取締役　　神　山　欣　也

本　　　社 〒150-8502 東京都渋谷区恵比寿南 1-11-15
 恵比寿KDビル
 Tel. 03-3713-7166
大 阪 支 店 〒537-0014 大阪府大阪市東成区大今里西 1-1-5
 Tel. 06-6981-1641
川崎営業所 〒212-0054 神奈川県川崎市幸区小倉 5-18-21
 Tel. 044-599-1071（業務部）
茨城営業所 〒306-0101 茨城県古河市尾崎 2305-1
 Tel. 0280-75-2099
名古屋営業所 〒460-0003 愛知県名古屋市中区錦 1-18-24
 HF 伏見ビル 9階
 Tel. 052-219-2337
仙台営業所 〒984-0003 宮城県仙台市若林区六丁の目北町 15-40
 Tel. 022-390-1811
九州営業所 〒812-0011 福岡県福岡市博多区博多駅前 3-13-1
 林英ビル 402
 Tel. 092-433-0600
四国営業所 香川県高松市上之町 1-9-25
 Tel. 087-815-1161
URL　http://www.kaikou .co . jp/

株式会社リバティジャパン
代表取締役　山　本　勝　也

■事業内容■
飲食店コンサルテイング

飲食店及び食料品店の経営
レジャー産業の経営

不動産事業
エネルギー事業

■事 業 所■
農林水産省 北別館 1F

〒 100-8950　東京都千代田区霞ヶ関 1-2-1
TEL/FAX 03-5512-6477

経済産業省 本館 B1
〒 100-8902　東京都千代田区霞ヶ関 1-3-1

TEL 03-3580-5525
E-mail:yamamoto@liberty-j.com
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エルアイエル国際特許商標事務所
所長弁理士 藤田和子
住所 〒104-0061 東京都中央区銀座4‐10‐10 ＧＭビル8階
ＵＲＬ www.lil-patent.jp
ＴＥＬ　03‐6688‐9677/　ＦＡＸ 03-6688-9678

知的財産権についての総合的なサポートを行っております。
特許、商標、デザインから地域ブランドやノウハウなど
経営やビジネスに欠かせない知的財産をお守りします。
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不不動動産産ののトトーータタルルササポポーートト

不動産売買 ／ 賃貸 ／ 管理

ファンド事業 ／ CRE戦略

創業31年

～誠心誠意 ”心 ”を込めて お手伝い～

土地・建物、大型案件等の
ご相談受け賜わります。

株株式式会会社社フフジジタタエエンンタターーププラライイズズ

代表取締役 藤田 義明
公益社団法人 全日本不動産保証協会会員

東京都知事（6）第73043号

🏣🏣🏣🏣103-0008

東京都中央区日本橋中洲5番10号

TEL:03-3664-2220  FAX:03-3664-2272



平成31年１月１日　	 在 京 和 歌 山 県 人 会 会 報	 　第 172 号

（ 20 ）

東京都中央区銀座1-18-2 辰ビル4F

スガシタパートナーズ株式会社
代表取締役社長
国際金融コンサルタント
投資家 菅下 清廣

〒100-6162
東京都千代田区永田町 2 11 1　山王パークタワー3階
TEL 03-6205-3088　FAX 03-6205-3089

HP：http://www.sugashita.com/
スガシタレポートオンライン：www.sugashita.jp/
ブログ配信中「スガシタの眼」：http://sugashita.net/

マネーバブルで勝負する

 （実務教育出版）

『本当に儲かる
　　　　株の見つけ方』
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専務取締役　洞  善康
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「ぜひ、おいで下さい」その想いを店名に込めた日本料理店

お召し上がりいただくのは、和歌山をはじめ産地から届く海と山の旬の幸。
四季折々に移り変わる「和」の味覚を、心ゆくまでご堪能下さい。

ランチ　￥1,500～
　　　　 日替わり（和定食）、月替わり定食、二段味楽弁当、昼懐石

〒106-0045　港区麻布十番 3-6-9
　　　　　  電話 /FAX　03-6809-4867/03-6809-4868
営業時間　ランチ   11：30～14：30
　　　　　ディナー 18：00～22：30（ラストオーダー 21：30）
定 休 日　毎月第3月曜日　（ただし日曜日は昼のみ営業）
アクセス　地下鉄南北線・大江戸線
　　　　　「麻布十番」駅1番出口徒歩3分
URL　http://kitera.web.fc2.com/index.html

ディナー  ￥6,000～
　　　　 懐石コース、料理長おまかせ、アラカルト（単品）

新一の橋

二の橋

公園

善福寺

大丸ピーコック

大江戸線
麻布十番⑦出口

☆

☆

パティオ

南北線
麻布十番④出口☆

南北線
麻布十番①出口☆

和歌山にとことん拘ったお店

★

MMaaddee iinn JJaappaann  をを世世界界へへ

フォワーダー業務 ・ 通関業務 ・ バンニング業務

拠

空 海

陸

岸岸和和田田営営業業所所 〒〒559966--00001122 大大阪阪府府岸岸和和田田市市新新港港町町1100--99

TTEELL：：007722--443366--88887777 コージツ岸和田 検索

機機械械
最最高高６６００ｔｔをを輸輸送送
設設置置ままでで

船船
一一部部解解体体、、工工夫夫
ししててババンンニニンンググ

乗乗用用車車
最最大大乗乗用用車車66台台
軽軽トトララッックク77台台
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東証 1部
証券コード　3837

あらゆるシーンで、
アドソル日進のⅠCTが活躍しています。

アドソル日進は、
「ⅠoTのリーディングカンパニー」
を目指して、
2020年以降の飛躍に
挑戦してまいります。

【本　　　　　社】 〒108‒0075　東京都港区港南４－１－８ リバージュ品川
 TEL  03‒5796‒3131
【関　西　支　社】 〒530‒0004　大阪市北区堂島浜１－４－４ アクア堂島東館
 TEL  06‒7178‒3121
【九　州　支　社】 〒812‒0011　福岡市博多区博多駅前３－３０－２３ 博多管絃ビル
 TEL  092‒431‒3141
【仙台開発センタ】 〒980‒0811　仙台市青葉区一番町１－２－２５ 仙台NSビル
 TEL  022‒222‒3112
【米 国 子 会 社】 米国サンノゼR&Dセンター
 Ａｄｓｏｌ-Ｎｉｓｓｉｎ Ｓａｎ Ｊｏｓｅ R&D Ｃｅｎｔｅｒ,Ｉｎｃ.
 ８５５ Ｅｍｂｅｄｄｅｄ Ｗａｙ Ｓａｎ Ｊｏｓｅ, ＣＡ ９５１３８-１０１８ ＵＳＡ

【 関  連  会  社 】 中　国　　大連運籌科技有限公司（Weavesoft Ltd.）
【 業 務 提 携 先 】 米　国　　Lynx Software Technologies, Inc.
 中　国　　中国軟件与技術服務股分有限公司
 ベトナム　3S Intersoft JSC
 ベトナム　United Technologies Corporation
 ベトナム　Individual Systems

ＵＲＬ  https://www.adniss.jp/

アドソル 検索

　事業内容　独立系のⅠCT企業として、
社会インフラ・システムを中核に、ⅠoTシステムの開発、
およびセキュリティ・ソリューションの提供を行っています。

電力 道路 航空 通信

ガス 鉄道 宇宙 防災

工場 工作機器 自動車 複合機

設備機器 プラント 医療 クレジット 代表取締役社長　上田　富三
（和歌山県 橋本市 出身）




